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ＪＡＸＡの概要

一般管理部門事業共通部門

H18年10月1日現在

宇宙基幹
システム本部

宇宙基幹
システム本部

宇宙輸送システムの
開発、打上げ

国際宇宙ステｰショ
ンを通じた有人宇宙
環境利用システムの
開発

追跡ネットワｰクの整
備運用、大型衛星試
験施設の整備運用

宇宙科学
研究本部

宇宙科学
研究本部

宇宙科学研究･

大学院教育

科学衛星プロジェクト

宇宙利用
推進本部

宇宙利用
推進本部

通信･測位プログラム

社会安全、地球環境
プログラム

衛星プロジェクト
システム技術

総合技術
研究本部

総合技術
研究本部

宇宙プロジェクトの
技術開発支援

基盤的、先端的技術
研究開発

航空プログラム
グループ

航空プログラム
グループ

航空科学技術の
研究開発

平成１５年１０月１日 独立行政法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA) 発足

宇宙科学研究所 ISAS航空宇宙技術研究所 NAL宇宙開発事業団 NASDA

理事長

研究設備の整備運
用
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H17年度の主要な事業

７月： M-Vﾛｹｯﾄ6号機(ASTRO-EⅡ X線天文衛星「すざく」）打上げ

野口宇宙飛行士のスペースシャトル飛行再開ミッションへの参加

８月： OICETS 光衛星間通信実験衛星「きらり」等打上げ

９月： 太陽物理学衛星「ようこう」大気圏再突入

１０月： 小型超音速実験機（SST）飛行実験

１１月： MUSES-C「はやぶさ」 小惑星イトカワに着陸

１２月： OICETS－ARTEMIS 双方向光衛星間通信確立

１月： 観測ロケット36号機打上げ

H-IIAロケット８号機（陸域観測技術衛星「だいち」）打上げ

２月： H-IIAロケット９号機（運輸多目的衛星2号機「ひまわり7号」）打上げ

M-Vﾛｹｯﾄ８号機（赤外線天文衛星「あかり」） 打上げ
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JAXAの業務の特徴
国の政策と直結

国の基幹ロケットの開発、情報収集衛星の開発 等

大規模プロジェクト

ロケット、国際宇宙ステーション、人工衛星の開発プロジェクト

長期の開発期間

長いものは１０年以上の開発期間のプロジェクト

リスクが高い

ロケットの打上げ失敗、人工衛星の不具合発生等

広範な科学技術分野

世界最高水準の宇宙科学研究

世界最先端の航空技術研究開発

理工学分野だけでなく、医学、農業等のあらゆる分野も関連

先端基盤技術が必要

耐宇宙環境用電子機器、耐熱超軽量材料、自動・自律化技術等
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JAXAの評価システム

評価をマネジメントサイクルの活動の一環として位置付ける。

業務の進捗状況、成果を把握することにより、計画の見直し及び業務の改善
を行い、業務の効果的･効率的推進を図る。

評価活動を通じて業務の実施状況、成果等の情報を積極的に公開することに
より、国民に対する説明責任を果たす。

評価をマネジメントサイクルの活動の一環として位置付ける。

業務の進捗状況、成果を把握することにより、計画の見直し及び業務の改善
を行い、業務の効果的･効率的推進を図る。

評価活動を通じて業務の実施状況、成果等の情報を積極的に公開することに
より、国民に対する説明責任を果たす。

ＤＯ－実行
目標に向け日々の活動

ＤＯ－実行
目標に向け日々の活動

ＣＨＥＣＫ－検証（評価）
評価基準に照らして達成度を評価

ＣＨＥＣＫ－検証（評価）
評価基準に照らして達成度を評価

ＡＣＴＩＯＮ－改善（指導）
計画の見直し、業務改善

ＡＣＴＩＯＮ－改善（指導）
計画の見直し、業務改善

ＰＬＡＮ－計画（評価基準設定）
各組織の具体的行動目標へ展開

ＰＬＡＮ－計画（評価基準設定）
各組織の具体的行動目標へ展開

•宇宙開発に関する長期的な計画
•航空科学技術に関する研究開発の
推 進方策について

•長期ビジョン
•中期目標

•宇宙開発に関する長期的な計画
•航空科学技術に関する研究開発の
推 進方策について

•長期ビジョン
•中期目標

•中期計画（年度計画）
•事業計画
•プロジェクト計画
•研究計画

•中期計画（年度計画）
•事業計画
•プロジェクト計画
•研究計画

•独立行政法人評価委員会
•総合科学技術会議
•宇宙開発委員会
•科学技術・学術審議会

•独立行政法人評価委員会
•総合科学技術会議
•宇宙開発委員会
•科学技術・学術審議会

•JAXA全業務実績の評価
•各本部単位の評価
•個別のプロジェクトの評価

•JAXA全業務実績の評価
•各本部単位の評価
•個別のプロジェクトの評価

評価の基本的な考え方
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文部科学省，総務省，国土交通省※ 独立行政法人評価文部科学省，総務省，国土交通省※ 独立行政法人評価

各本部単位の内部評価各本部単位の内部評価

理事長評価理事長評価

ＪＡＸＡの研究開発に係る評価活動

総合科学
技術会議

総合科学
技術会議

宇宙開発
委員会

宇宙開発
委員会

科学技術・
学術審議会

科学技術・
学術審議会 航空科学技術プロジェクト

宇宙開発プロジェクト

宇宙科学研究プロジェクト

宇宙航空プロジェクト

基礎的・先端的
技術研究開発

宇宙科学基礎研究

基礎研究開発

事前，中間

事後評価

事前，中間

事後評価

マイルストーン審査会マイルストーン審査会

宇宙理学委員会
宇宙工学委員会
宇宙環境利用科学委員会

宇宙理学委員会
宇宙工学委員会
宇宙環境利用科学委員会外部評価外部評価 外部評価外部評価

※国土交通省はＨ１７年８月まで
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基礎的・先端的技術の研究開発

宇宙・航空に関する基盤的・基礎的技術の保持・発展

社会ニーズ、プロジェクトニーズに則した技術開発

先端的な宇宙輸送、衛星、航空技術の研究開発

宇宙・航空に関する基盤的・基礎的技術の保持・発展

社会ニーズ、プロジェクトニーズに則した技術開発

先端的な宇宙輸送、衛星、航空技術の研究開発

社会ニーズ社会ニーズ

先行試作・試験・実証先行試作・試験・実証

プロジェクト遂行への協力プロジェクト遂行への協力

運用・評価参画運用・評価参画

フィードバック

プロジェクト
成果の社会
への還元

プロジェクト
成果の社会
への還元

研究開発成果の活用に
よる民生技術への貢献

研究開発成果の活用に
よる民生技術への貢献

基盤技術の
創造・蓄積・継承

基盤技術の
創造・蓄積・継承

先行研究先行研究

技術シーズ技術シーズ
先端技術先端技術

総合技術研究本部
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基礎的・先端的技術研究開発の評価

・目標に対する達成度

・成果の質

優位性、新規性、独自性

社会へのインパクト、技術波及効果

論文，特許等の質・量

センタ・グループ内評価センタ・グループ内評価

統括による評価統括による評価

外部評価外部評価

本部長評価本部長評価

評価の流れ 評価の基準

当該年度成果の評価

翌年度計画の評価

JAXA長期ビジョン実現への寄与

技術レベル，スケジュール，実施体制の妥当性

総合技術研究本部
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評価の取組みにおける工夫

•評価結果を翌年度配算へ反映

•本部独自に専門家による外部評価を行っている。

•技術の成熟度レベル（TRL）を導入し、進捗と成果の
定量化を試みている。

•基礎的研究やコンポーネント・システム開発などで、
研究の性格が異なるため、上記の成熟度レベル等に
応じた評価を実施している。

総合技術研究本部
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技術の成熟度(TRL)

TRL 9

TRL 8

TRL 7

TRL 6

TRL 5

TRL 4

TRL 3

TRL 2

TRL 1

System Test, Launch
& Operations

Technology
Demonstration

Research to Prove
Feasibility

System / Subsystem
Development

Technology
Development

Basic Technology
Research

技術の成熟度を評価するために用いられる指標

1980年代にNASAが開発
レベルが上がるほど成熟度が高い

技術の成熟度を評価するために用いられる指標

1980年代にNASAが開発
レベルが上がるほど成熟度が高い

Technology Readiness Level

①TRL9 
ミッション等で実際に使用・運用

①TRL9 
ミッション等で実際に使用・運用

NASA Technology Readiness Level

総合技術研究本部では、４段階に簡略化

②TRL8~6
実環境下においてサブシステム以上で実証

②TRL8~6
実環境下においてサブシステム以上で実証

③TRL5~3
重要部分の成立性評価
実験室レベル以上での試作試験、環境試験

③TRL5~3
重要部分の成立性評価
実験室レベル以上での試作試験、環境試験

④TRL2~1
アイデア提案、基本原理の発見
応用対象の明確化

④TRL2~1
アイデア提案、基本原理の発見
応用対象の明確化
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航空科学技術の研究開発プロジェクト
航空プログラムグループ

国産旅客機高性能化技術

クリーンエンジン技術

運航安全技術

環境保全・航空利用技術

次世代航空技術（成層圏・未来型，次世代超音速）

我が国航空界の中核的組織として社会からの要請に応える

先端技術開発プロジェクトにより次世代を切り拓く

我が国航空界の中核的組織として社会からの要請に応える

先端技術開発プロジェクトにより次世代を切り拓く

基本方針

主要事業
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航空科学技術の研究開発に係る評価

理事長評価理事長評価

プログラムディレクタ評価プログラムディレクタ評価

外部評価外部評価

統括リーダ評価統括リーダ評価
「文科省における研究及び開発に
関する評価指針」

事前評価、中間評価、事後評価、追跡評価

航空科学技術委員会航空科学技術委員会

研究計画・評価分科会研究計画・評価分科会

科学技術・学術審議会科学技術・学術審議会

「国の大綱的指針」

独法通則法による評価

各研究開発

独法評価独法評価
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次世代超音速機技術の研究開発に係る評価

航空科学技術委員会（H18年3月）

今後の研究開発の進め方研究計画・評価分科会（H18年7月）

航空科学技術委員会（H18年8月）

第１回飛行実験失敗(H14年7月)

原因調査・対策検討

第2回飛行実験成功(H17年10月)

ロケット実験機

静粛超音速機技術

ジェット実験機

今後の研究開発の進め方

研究計画・評価分科会（H15年5月）実験の継続 設計作業凍結

今後２年程度はジェット実験機の基本設計以後の
作業に着手しないこと。

小型超音速実験に係る研究開発は概ね適切に実施された

飛行実験で得た技術を展開し、超音速機実現の課題である
騒音等の各課題の解決を図るための研究開発を行うべき。

本研究開発を積極的に推進していくことが妥当

事後評価

事前評価

今後の研究開発の進め方
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評価の視点

(1)研究開発の必要性

意義および目的

(2)研究開発の有効性

目標，期待される効果，方針

(3)研究開発の効率性

研究開発計画

事前評価

(1)研究開発の成果

アウトプット(目標に対する達成度)

アウトカム（成果による効果、波及効果）

成否の原因に対する分析（失敗，不具合への対処）

(2)研究開発スケジュール

(3)研究開発資金

(4)研究開発の推進体制

事後評価

研究計画・評価分科会

航空科学技術委員会
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評価における課題（評価活動全般）

評価の重複を避け、評価の整合と役割分担を図りつ

つ、効率的・効果的に実施する工夫

３機関統合により、宇宙航空分野の外部専門家が

少なくなり、委員の人選が限られ、固定化する傾向

評価に係る人材の育成
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